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南消防署１５ｍ級はしご付消防ポンプ自動車仕様書 
 

第１ 総  則  

 １ 仕様 

本仕様書は、吹田市消防本部（以下「当本部」という。）が、令和６年 

度消防車両更新事業として購入する、南消防署１５ｍ級はしご付消防ポン 

プ自動車（以下「はしご車」という。）の仕様について定める。 

 ２ 関係法規 

 このはしご車は、本仕様書に定めるものの他、緊急消防援助隊設備整備費

補助金交付要綱及びはしご自動車の安全基準に定められた規格に適合する

もので、道路運送車両法等関係法規に適合し、緊急自動車として承認が得ら

れるものであること。 

 ３ 承認図 

   当本部との契約業者（以下「艤装業者」という。）は、はしご車のシャ

シ及び艤装製作にあたり、下記の書類を承認図としてＡ４ファイル綴りで

２部提出し、承認を受けたのち制作を開始すること。 

   なお、承認図提出前に当本部と製作車両の艤装について十分協議し、当

本部の仕様を十分に反映させること。 

 （１）一般艤装図（五面図「正面・左右側面・後面・上面） 

 （２）各機構装置図 

 （３）はしご油圧系統図 

 （４）はしご構造強度計算書 

 （５）車両安定度計算書（使用限界、各方向旋回時、傾斜時、風圧時及び梯 

上放水時） 

 （６）積載資機材配置図 

 （７）オーバーヘッド・センターコンソール・リヤルーフ取付艤装図 

 （８）艤装骨格図 

 （９）ポンプ配管図 

 （10）電気系統図 

 （11）軌跡図 

 （12）製作工程表 

 （13）その他当本部の要求する書類 

 ４ 疑義 

   本仕様書並びに製作中に疑義が生じた場合は、早急に当本部の指示を受

け処置すること。 

 ５ 車両管理 

艤装業者は、納車するまでシャシ納入業者と連絡を密にして十分な打ち 

合わせを行い、相互協力のうえ工事の円滑を図ること。 

また、車両の管理には細心の注意をはらうこと。車両の管理中に不都合な

箇所が発生した場合は、早急に原状回復させるとともに当本部へ報告すること。 
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 ６ 留意点 

   製作にあたっては、特に次の点に注意すること。 

 （１）軽量、頑丈、優美であること。 

 （２）積載品は取付け取外し、収納及び取り出しが容易に行えること。 

 （３）艤装製作全般にわたり、厳重検査を実施すること。 

 （４）本仕様書で明記していない箇所で、艤装するうえで当然すべきことは

艤装業者で責任を持って実施すること。 

 （５）同等品以上を使用する場合は、入札日までに機種本体及び仕様を示す

資料を当本部へ掲示し、審査を受けること。同等品の解釈は当本部の判

断によるものとする。 

 ７ 検査 

 艤装業者は当本部が実施する下記の検査に立ち会い、検査において不都合

な箇所を発見の際は、速やかに処置すること。 

 なお、検査に係る一切の費用を負担すること。検査は当本部の検査員が２

名から３名で実施するものとする。 

 （１）中間検査  シャシ、艤装 

 （２）完成検査  シャシ、艤装（転覆角度測定検査・重量測定検査） 

   ※はしご操作及び走行については納車時に各機能試験を実施するものと

する。 

 ８ 責任の所在 

 設計、製作材料等について、特許、その他権利上の問題が起こったときは、

艤装業者がその責任を負うこと。 

 また、納入後に発生した艤装箇所の不具合についても、シャシ側、艤装側

を問わず艤装業者が一切の責任を負うこと。 

 ９ 新規登録検査 

     完成車は、積載予定器具等を全装備し、運輸支局で新規登録検査を受け、

合格後、燃料タンクを満量にして当本部へ納入すること。 

   艤装業者は、シャシ納入業者と協力して新規登録に関する事務の一切を

行うこと。 

   なお、車両以外に積載品等、届出や申請が必要なものについては、艤装

業者にて全て負担すること。 

 10 保証 

 保証期間は、艤装完成車納入後２か年とする。ただし、設計不良、材質等

に起因する不都合な個所を発見の際は、保証期間後であっても無償にて取替

え又は修理を行うこと。 

 また、納入後、当本部が指定する日時においてはしご車保守点検を無償に

て１回実施すること。 

 11 提出書類 

   完成車納入の際は、次の書類を提出すること。 

   （９）、（10）を除く書類については、Ａ４サイズのファイル１冊（２
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部）に綴り当本部へ提出すること。書類が４部あるものについては、２

部ずつに振分けファイルに綴ること。 

 （１）車両取扱い説明書                     ２部 

 （２）自動車検査証の写し                    ２部 

 （３）各種構造及び取り扱い説明書                ２部 

 （４）各種構造及び取り扱い説明書               データ 

 （５）はしご性能試験成績表                   ２部 

 （６）はしご構造強度計算書                   ２部 

 （７）ポンプ性能試験成績表                   ２部 

 （８）ポンプ受託試験プレート写し                ２部 

 （９）納品書・納品内訳明細書                 各２部 

 （10）請求書・請求内訳明細書                 各２部 

 （11）写真 （Ａ４紙１枚に前後（ナンバープレート入り） 

・左右・の写真４枚を収めカラー印刷したもの）   ４部 

 （12）転覆角度測定証明書・重量測定証明書           各１部 

 （13）各種資機材取り扱い説明書                 ２部 

 （14）特殊装置、積載器具のパーツ販売・修理・点検先住所、     

電話番号等の一覧表                    ２部 

 （15）完成車両外観図                      ２部 

 （16）資機材等配置図                      ２部 

 （17）その他当本部の要求する書類                ２部 

12 納入期限及び納入場所 

  納入期限は、令和７年３月３１日（月）とし、納入場所については、当本

部が別途指示する。 

13 その他 

（１）本仕様書に明記されていない点は、各艤装業者公表の標準仕様とするこ

と。 

（２）納車日から１週間以内に、シャシ取扱い説明を１回以上、はしご操作要

領、はしご整備要領、ポンプ操作装置の取扱い説明を２回以上実施するほ

か、納入資機材で当本部が取扱い説明を必要とするものについても実施す

ること。 

   なお、資機材の取扱い説明については、当本部の車両運行開始日までに

艤装業者が資機材納入業者と調整を行い実施するものとする。 

 

第２ 車体構造  

 １ 完成車両諸元 

 完成車両の諸元は、道路狭あい地域を克服できるように次のとおりとする

が、可能な限りコンパクトに仕上げること。 

 （１）全長      ７，３００ｍｍ以下 

 （２）全幅      ２，３２０ｍｍ以下 
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 （３）全高      ３，４５０ｍｍ以下 

 （４）ホイールベース ３，７５０ｍｍ以上 

 （５）乗車人員    ６名以上 

 （６）車両総重量   １０，９９０ｋｇ未満 厳守 

 ２ シャシ関係 

（１）シャシ 

   国が示す１５ｍ級はしご付消防ポンプ自動車の艤装が可能で、ディーゼ

ルエンジン・オートマチックミッションを搭載した、ダブルキャブオーバ

ー型５．５ｔ級消防専用シャシ、低床型４輪駆動車とし、ポスト新長期の

排ガス規制をクリアした次のメーカー公表の最新型車とすること。 

   参考：日野製 ５．５トンシャシ又は同等品以上 

 （２）主要諸元 

   ア オルタネータ―   ２４Ｖ－９０Ａ 

   イ バッテリー     車載可能な最高容量（納車時新品） 

   ウ 乗車定員      ６名以上 

   エ 検定出力      ２１０Ｐｓ以上 

   オ 燃料タンク     ６６ℓ 以上 

   カ エンジン回転計 

   キ エンジン油温計 

   ク ブレーキ      ＡＢＳ装置 

   ケ オイルパンヒーター 差込部は車外コンセント・コード１５ｍ付 

   コ 間接冷却器 

   サ オイルクーラー 

   シ バックモニター   ルームミラー型 

   ス 広報用装置     ＡＭ・ＦＭ DEH-970 

   セ サイドミラー    ワイドビュータイプ、助手席電動格納式 

   ソ 隊長席用後方確認ミラー 

   タ ドライブレコーダー  

   チ キャブチルト装置 

   ツ 音声アラーム 

   テ 後退警報器 

   ト バッテリーメインスイッチ 

   ナ ＬＥＤヘッドライト    

   ニ 動力取出装置ＰＴＯ（トランスミッション、ポンプ用フルパワー） 

第３ 概要 

 １ 車体概要 

 この１５ｍ級はしご付消防ポンプ自動車は、ダブルキャブの後方にポンプ

室、８００ℓ 以上の水槽及び器材収納庫を備えた車両とし、かつ、全自動油

圧駆動式の３連全伸長１５ｍ直進式の梯子、その駆動装置、安全装置及びは

しご先端にバスケットを設けた車両であること。 



5 

 

 また、各資機材を安全迅速に取出し出来る構造とし、資機材収納庫は可能

な限りアルミシャッター（バーハンドル）式とすること。 

 なお、車両後部は、鋼鉄材を用いた構造とすること。 

２ キャブ 

 （１）ダブルキャブの４ドアで、全席にシートベルトを設け、後部座席前に

手摺りを取付けすること。 

    また、ルーフ、ボディ及びドアは鋼板製で、各ドアはヒンジ部を強固

なものとし、折損、脱落等の恐れがない構造とすること。 

 （２）各ドアのロックは全席電気式集中ドアロックとすること。 

 （３）キャブ内には運転席、助手席の間にセンターコンソールを設け、上面

には、各電装品関係ＳＷ、装備装置警告灯、サイレンアンプ（マイク含）、

無線機（受話器含）、傾斜角度計、ＡＣコンセント２口及びＬＥＤ照明

灯を取付けすること。※詳細別途協議 

    センターコンソール側面には、無線機スピーカーを埋め込み式で設け

る他、艤装ヒューズ一式（名称、アンペアを記入）を収納すること。 

    また、センターコンソール後方には、可能な限りの大きさで収納ボッ

クス（パンチングボード使用）及び携帯拡声器用ブラケット１か所を設

ける他、センターシート下部には、スペースを有効活用するため、収納

ＢＯＸを取付けすること。※詳細別途協議 

 （４）エッチングプレートを、オーバーヘッドコンソール付近に取付けする

こと。 

  (５）キャブチルトは電動油圧ポンプ式とし、チルトされたキャブは指示棒

により確実に固定することができるものとすること。 

    また、チルト操作を、当車両から２ｍ以上離れた位置より有線リモコ

ン（取外し可）を使用し、安全に実施することができるものとし、誤操

作時に操作ができない安全装置を設けたものとすること。 

    なお、指示棒の設定する位置に黄色で塗色すること。 

 （６）キャブ内後部には、空気呼吸器用クイックホルダー３器を設け、それ

以外の部分には、フック及びスペースを有効活用した物入れボックスを

設けること。 

    また、キャブ後面窓ガラスには、呼吸器クイックホルダーと干渉しな

い位置にステンレス製の保護枠を取付けすること。 

    なお、フックについては面体が吊り下げ可能なものとすること。 

 （７）後部座席前方の手摺り中央部には、Ａ３サイズ地図入れ収納箱（全面

パンチング）を設け、左右側面に深さ３０ｃｍ程度の安全誘導灯ブラケ

ット取り付けすること。 

    また、後部座席前手摺り下部は、助手席後方及び収納箱取付け位置を

除き、パンチングボードを取付けすること。 

 （８）キャブ内天井部分には、ルーフセンターコンソール（床板パンチング

メタル）及びリヤルーフ網棚を設ける他、前後左右に、スペースの許す
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限り収納ネットを取付けすること。 

 （９）室内照明灯として、天井部分にＬＥＤ照明灯を埋めこみ式で２箇所取

付けること。 

    なお、入切スイッチは左右に各１箇所設置し、階段式とすること。 

 （10）助手席及び後部席左右には蛇管式の自在型ＬＥＤマップランプを取付

けすること。 

 （11）前扉フェンダー及び各ドア開口部（下部）は、保護板を取付けするこ

と。なお、各ドアには、開閉連動式ＬＥＤフットランプを設けること。 

 （12）消防章（１５０ｍｍ）を、車体前面シャシメーカーロゴマーク内に取

付けすること。 

 （13）キャブ左後方に旗立てパイプ（水抜き、ロック付き）を設けること。 

（14）フロントバンパーは、シャシ機器保護のため大型バンパー（スポイラー 

付き）とし、サイド延長すること。 

(15) フロントバンパー上部には、整備足場用としてアルミ縞板を取付けする 

こと。なお、バンパーの張出しは、必要最小限とすること。 

 また、バンパー足かけ部にもアルミ縞板を取付けすること。 

   (16) キャブ上部の赤色警光灯取付け部にアルミ縞板台座を設けること。 

    なお、キャブ天井部はデッキ仕様とせず、赤色灯台座のみ設けること。 

 （17）キャブ内に設けたＳＷ等については、当本部が指示する名称表示を行

うこと。 

 ４ 座席 

   助手席は、1名掛け埋め込みシート（キャビティーカバー付）とすること。

後部座席は、背もたれ上下式厚型台座の折畳みシート（ダンパー付）と 

すること。 

 ５ 側板 

   ボディ側板は、一般構造用圧延鋼材を使用し、周辺を折り曲げ加工とす

ること。 

 ６ ステップ、手摺り 

 （１）前部ドア下部及び後部ドア下部に、乗降用ステップを設けること。後

部ドア用は、ボディ同色箱型ワイドステップとし、可能な限りの大きさ

で設け、十分な強度を確保すること。 

    また、ステップは乗降時の安全を確保するため最下段を低い位置に設

け、ステップ上面に滑り止め加工を施したものとすること。 

 （２）キャブ内への乗降が安全に行えるよう、センターピラー及び後部ピラ

ーに手摺りを取付けること。 

    また、キャブ内センターピラー内側に乗降用インナーグリップを取付

けすること。 

 （３）資機材の積み降ろしが容易にできるように、車両左右及び後部エプロ

ンに有効なステップ及び手摺りを取付けること。 

 （４）車両上部には、下部からアクセスする際、有効に活用できる手摺りを
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設けること。 

 （５）その他、当本部が指示する箇所にステップ及び手摺りを設けること。 

 

第４ はしご構造関係 

 １ はしご諸元及び性能等 

 （１）規格地上高    １５ｍ以上（全伸長時 起立角度７５度） 

 （２）はしご段数    直進式３段 

 （３）横桟間隔     ３５０ｍｍ程度 

 （４）起立角      －１０度～７５度 

 （５）旋回角      ３６０度 

 （６）範囲（アウトリガー張出幅） 

   ア ９．５ｍ（１．７５ｍ以上） 

   イ ７．５ｍ（１．５ｍ～１．７５ｍ未満） 

   ウ ５．５ｍ（最小張出～１．５ｍ以下） 

 （７）はしご作動時間（油圧ポンプ回転数１，２００ｒｐｍ以下において） 

   ア 起梯（収納状態から最大起立まで）  約５０秒 

   イ 伏梯                約５０秒 

   ウ 伸梯                約４０秒 

   エ 縮梯                約４０秒 

   オ 旋回                約６０秒 

   カ バスケット許容積載荷重       ２００ｋｇ 

 ２ はしご本体 

   はしご本体は、高張力鋼材を使用し、箱型及びパイプ等の閉断面部材を 

電気溶接によってトラス構造に組み立てたものとすること。 

 また、軽量かつ、静荷重及びねじれ荷重に対して十分な強度を有するも 

のとすること。 

 （１）はしご動作等 

   ア 使用範囲内で起伏、伸縮及び旋回のいかなる操作を行っても、大き 

な騒音や振動等の異常がなく、安全で円滑な動作ができるものとする 

こと。 

   イ はしご本体の各部に、ローラー及びパット材を設け、はしご伸縮が 

    円滑に行えるものとすること。 

   ウ はしご本体親骨には、蛍光黄の塗色を施し、横桟には、滑り止めゴ 

ム等の加工を施すこと。 

   エ はしご最上段先端付近に控え綱用環、バスケットにサーチライト、 

インターホン用マイクスピーカー及び先端表示灯（左右）を設けるこ 

と。 

 （２）計器等 

    はしごには、次の計器が装着されていること。 

   ア 伸長計 
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   イ 起伏角度計 

   ウ 傾斜角計 

   エ 水準器 

   オ はしご使用時間計 

   カ 風速計 

 ３ はしご駆動油圧装置 

 （１）構造 

シャシエンジンのトランスミッションＰＴＯにより可変容量ピストン 

ポンプを駆動する構造とし、それにより得られた油圧を使用して、はし 

ごの起伏、旋回、傾斜矯正及びジャッキ・アウトリガー操作を行うこと 

ができるものとすること。 

 （２）作動油 

作動油は、ストレーナー付き作動油タンクから油圧ポンプにより加圧 

された車両後方のジャッキ・アウトリガー用切換え弁又は、ターンテー 

ブル中央の旋回接手を通り起伏、伸縮及び旋回用切換え弁に送られる構 

造とし、これら切換え弁の操作により各動作を行う構造とすること。 

 なお、これら切換え弁の中立時（はしご未作動時）には、油圧ポンプ 

の吐出側に安全弁を設け、最大油圧（常用最大圧力１４．０ＭＰａ以下） 

を超えないように調整するものとすること。 

 ※作動油タンクへ戻る配管にもフィルタを設けること。 

 （３）補助油圧ポンプ 

    シャシエンジン又は、主油圧ポンプが故障した場合にあっても、はし 

ごの収納を可能にするため主油圧ポンプとは別にバッテリー駆動のモー 

ターポンプを装備し、手動切換え弁により収納操作ができる構造とする 

こと。 

４ ジャッキ・アウトリガー装置（車両支持装置） 

 （１）車両の前後に、張り出し式のジャッキ・アウトリガー装置を設け、ジ 

ャッキを車両の前後左右に張り出す(最大張出幅ジャッキ中心間約３．６ 

ｍ)ことができ、はしご操作時の安定が図れる構造とすること。 

 （２）アウトリガーは、４本とも個別操作が可能とし、任意の位置に張り出 

すことができるものとすること。 

 また、同時に４本操作が可能であるものとすること。 

（３）アウトリガーの張り出す部分には、夜間でも判別できるように黄色反 

射テープ等によりマーキングをするとともに、先端には張り出し時に自 

動点灯する警告灯を設けること。 

    また、格納時に車両と同一面となるジャッキカバーを設け、ジャッキ 

   灯（ＬＥＤ照明装置付き）を取付けすること。 

 （４）ジャッキシリンダーの上部には、パイロットチェック弁を設け、万一 

油圧ホースや配管が破裂した場合においてもジャッキが縮まない構造と 

すること。 
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 （５）ジャッキ油圧回路には、減圧弁を設け、ジャッキの接地面とピストン 

ロッドは自在関節で結合し、車両を無理に持ち上げない構造とすること。 

 （６）アウトリガーには、張り出し幅が目視できるよう識別塗装を施すこと。 

５ 自動傾斜矯正装置 

   はしごと車両の間に、ジャイロ式ターンテーブルを設けること。ジャイ 

  ロ式ターンテーブルは、はしごを水平に矯正する構造とし全方向に対して、 

  最大７度の範囲で矯正できるものとすること。その動作は、はしご収納姿 

勢の状態で自動的に矯正完了するものとし、はしご操作時に矯正を要しな 

いものとすること。 

６ 起伏装置 

（１）梯体と支持フレーム及びこれらのフレームを繋ぐ１本の起伏用油圧シ 

リンダーにより構成され、梯体フレームにははしごを取付ける構造とす 

ること。 

 （２）起伏レバーを操作して、起伏シリンダーに圧油を送ることにより、は 

しごの起伏を行う構造とすること。 

 ７ 伸縮装置 

 （１）はしご最下段に１本の伸縮用油圧シリンダーを固定し、はしご各段と 

シリンダー両端に設けたプーリーにワイヤーロープを取付け、はしごを 

伸縮する構造とすること。 

 （２）伸縮レバーを操作して、伸縮シリンダーに圧油を送ることにより、は 

しごの伸縮を行うものとすること。 

 （３）起伏角度が低い場合でも縮梯できるように、引き戻し装置を設けるこ 

と。なお、この装置は、走行時の飛び出し防止装置の役割を兼ねるもの 

とすること。 

８ 旋回装置 

（１）はしごは、起伏装置とともに、ターンテーブル上に取付けられたもの 

とすること。 

 （２）旋回装置は、ターンテーブル内側の大歯車と、ターンテーブル上面に 

設けられた、旋回用減速機付き油圧モーターに付けられた小歯車を組み 

合わせ、構成するものとする。 

 （３）旋回レバーを操作して、旋回モーターに圧油を送ることにより、歯車 

のかみ合ったターンテーブルが旋回する構造とすること。なお、減速機 

にはメカニカルブレーキを設け、他力によってはしごが旋回しないもの 

とすること。 

 ９ 操作装置 

 （１）はしご基部操作装置は、ターンテーブル上に液晶ディスプレイ式立席 

型操作装置（落下物防護屋根）を設け、起伏、旋回、伸縮用操作レバー、 

はしご姿勢表示装置、インターホン及び各種スイッチ等はしご操作に必 

要な装置を設けること。 

 （２）バスケット内操作装置は、バスケット本体内にボックス型操作装置を 
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設け、２本の起伏、旋回伸縮用レバー、各種表示ランプ、スイッチ及び 

インターホン等の装置を装備し、バスケット内ではしご操作が行えるも 

のとすること。 

 また、操作装置は誤操作防止のため、操作時に支障を来たさない程度 

で、ガードを取付けすること。 

 （３）はしごの起伏、伸縮及び旋回動作は、同時操作が可能な構造とするこ 

と。 

 （４）はしご姿勢表示液晶ディスプレイは、基部操作装置立席前面に設け、 

アウトリガー張り出し幅に応じた作業半径と、現在のはしご姿勢を表示 

する構造とすること。 

 （５）はしご収納時における、はしご支援収納装置を設けること。 

 （６）ジャッキ操作装置、はしご作動状態及び収納等操作が可能な操作装置 

を後部エプロン部に設けること。 

 10 バスケット装置 

 （１）はしご先端に固定式のバスケット装置を装備し、車両走行時はバスケ 

ットをはしご前端部に収納する構造とすること。 

 （２）バスケット平衡用油圧シリンダーを設け、はしごの起伏操作に合わせ 

て常にバスケットの平行を保つ構造とすること。 

 （３）バスケットには、６５ｍｍ放水口（手前に専用分岐管を設け１箇所を使 

用）、放水銃（６５ｍｍ短管槍・２６Φノズル付き、結合部ネ 

ジ式）、圧力計、インターホン（マイクスピーカー）、自衛噴霧ノズル（開 

閉バルブ１箇所）、サーチライト（LED約４５Ｗ相当型１個）、 

先端表示灯（オレンジ２箇所）、風速計及び前面に展開ステップを装備する 

こと。 

 （４）手摺り高さは、１，１００ｍｍ以上とすること。 

（５）バスケットの展開ステップは、展開させ地上に設置する高さにおいて、 

地上から、隊員が容易にロック解除できるものとすること。 

（６）バスケット本体骨組には、蛍光黄の塗色を施すこと。 

 11 はしご安全装置 

   はしごには、次に掲げる安全装置を設けること。 

   また、安全装置により、はしごが自動停止した場合は、安全側のみ操作 

ができる構造とすること。 

 （１）はしご操作及びジャッキ・インターロック装置 

    はしごが収納状態にある場合にジャッキ装置が操作でき、ジャッキが 

接地されている場合のみはしご装置が操作できる構造とすること。 

 （２）はしご及び油圧シリンダー伸縮防止装置 

    油圧配管及び油圧ホース等が破損した場合において、はしご及び油圧 

シリンダーが伸縮しない構造とすること。 

 （３）はしご先端障害自動停止装置 

    はしご起伏、伸長中及び旋回中において、はしごの先端部が障害物に 
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接近又は接触した場合、はしごを自動的に停止させる構造とすること。 

 （４）はしご最終使用限界自動停止装置 

    はしごを起伏及び伸縮させて、その使用限界に達した場合に自動的に 

低速になり、停止させる構造とすること。 

 （５）使用範囲自動停止装置 

    アウトリガー張り出し幅に対して、起伏角及び伸長の度合いが、はし 

ごの安全限界に達した場合に、はしごが自動的に停止する構造とするこ 

と。 

 （６）過荷重自動停止装置 

    はしごにかかる荷重が一定限度に達した場合に、表示及び音による警 

報を発し、はしごの運動を自動的に停止させる構造とすること。 

（７）傾斜自動停止装置 

はしごの傾斜角が約１．５度以上になった場合、警報を発して、はし 

ごの運動を自動的に停止させる構造とすること。 

 （８）はしご飛び出し防止装置 

    走行時の急停車又は、坂道を下る場合には、はしごの飛び出しを防止 

する構造とすること。 

 （９）緊急停止装置 

    緊急時において、はしごの運動を速やかに停止させる装置をいう。な 

お、緊急停止ボタンは、リヤエプロン部及びバスケット内操作部に設け 

ること。緊急停止ボタンは、押しボタン式とし、操作状況を各操作部で 

確認ができるものとし、ボタンを押すことでロックし、はしご操作が停 

止するもので、再度ボタンを押し緊急停止状態が解除できるものとする 

こと。 

 （10）キャブ保護装置（インターロック装置） 

    はしごがキャブ、車両及びジャッキに接近した場合に、警報音を発し、 

はしごの動作速度が自動的に低速になる構造とすること。 

 （11）ジャッキ自動停止装置 

    車両の左右の安定度が、危険な領域に達した場合に、警報音を発する 

構造又は、ジャッキが浮いた場合に警報音を発し、はしごが自動停止す 

る構造とすること。 

（12）旋回固定装置 

    はしごが他力によって旋回しない構造とすること。 

 （13）車両支持装置の飛び出し防止装置 

    車両が走行中に、ジャッキ及びアウトリガーが飛び出さない構造とす 

ること。 

 （14）感電防止装置 

    バスケット内隊員の感電を防止するため、送電線に近づいた場合に警 

報を発する構造とすること。 

 



12 

 

第５  消防ポンプ艤装関係 

１ 放水能力 

総務省令で定めるＡ－２級の規格に合格するとともに、次の数値以上の能

力を有すること。 

 （１）規格放水圧力０．８５ＭＰａにおいて２．０㎥/min以上  

 （２）高圧放水圧力１．４ＭＰａにおいて１．４㎥/min以上 

 （３）アルミ製高圧一段ボリュートポンプとする。（インペラーは青銅鋳鉄） 

２ 取付け 

ポンプは、シャシに堅ろうに取付け、振動等により移動、ゆるみが起こ 

らないよう配慮すること。 

 また、左右ポンプ室側板は、内部点検が容易に行える露出型とすること。 

３ 軸受部 

  軸受部分については、不凍液等を使用しないメンテナンスフリーのメカ 

ニカルシール方式とすること。 

４ ドレンコック 

（１）ポンプ本体下部にドレンコックを設け、排水が車両構造等にかからない

よう配慮した構造とすること。 

 （２）ドレンコックはＰＴＯスイッチと連動式とすること。 

 

第６  真空ポンプ 

１  性能 

真空ポンプは、無給油ピストン式真空ポンプとし、性能については、次の

とおりとすること。 

 （１）吸管外端閉塞にて、３０秒以内に大気圧の８４％に達すること。 

 （２）漏気は、３０秒間に１．３ＫＰａ以下であること。 

２  動力伝達装置 

駆動装置は、円滑に作動し振動や騒音が少なく、揚水完了後は自動で停止

するものとする。 

３  クラッチ 

クラッチは、ポンプ揚水後ポンプ圧力が０．３ＭＰａに達する前に自動的

に離脱する構造であること。 

４ 排水 

真空ポンプの排水は、手動ブレーキ、排気管及び電気配線等にかからな

いよう下方へ設け、シャフト下部まで排水管を取り付けること。 

５ 操作 

真空ポンプの操作は、押しボタン式スイッチとし、車体左右に取り付け 

ること。 

また、非常用の別系統スイッチ及びメーターを車両右側に設けること。 
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第７  吸水装置 

１ 吸水口 

吸水口は、７５ミリのボールコック（ストレーナー付）をポンプ室両側

に各１口設けること。 

２ 吸水管 

右側面には、７５ｍｍ×１０ｍの軽量吸管及び吸水管用器具（スーパー 

スイング）を接続し、車両収納庫内に収納装置を設け固定すること。 

また、吸水管外端部には吸管引揚金具を取付けすること。 

   左側面には、消火栓媒介を取付けすること。 

また、左側面用として７５ｍｍ×２ｍの棒吸管５本を、ポンプ上部に平 

置き収納可能な台座を設けること。なお、水損防止用ポール収納台座と共 

用可能なものとすること。 

 ３  配管 

吸水配管は、流水抵抗をできる限り少なくするよう努め、排水が完全に 

できること。 

４ 吸水装置 

通水確認できる透明ボール付きのエゼクターバルブを左右に取り付ける 

こと。透明ボールは容易に取り外しできること。 

 

第８  中継吸水口 

１ 中継吸水口は、６５ミリのボールコック式（ストレーナー付）とし、ポ 

ンプ室両側に各１口を設けること。 

  また、中継吸水口には、中継用媒介金具を取付けすること。 

２ パイプ、ボールコック等の排水が完全に出来る構造とすること。 

 

第９  吐水装置 

１ 自動放口閉塞弁 

（１）吐水配管を外すことなく修理が可能な構造とする。 

（２）車体が傾斜しても自動的に閉じる構造とする。 

２ 吐水口 

（１） 吐水口は、６５ミリのボールコック式とし、ポンプ室両側に各２口設

けること。 

   また、吐水口には放口媒介金具を取付けすること。 

（２）ボールコックは高圧においても容易に開閉操作ができ、排水が完全に出 

来る構造とすること。 

３ 吐水配管 

（１）流水抵抗の少ない構造とする。 

（２）配管の排水が完全に出来るような構造とすること。 

 

第10  冷却水配管 

１  水源 

エンジン及びギヤケース冷却のため、冷却水配管を吐水配管より取出し設
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けること。冷却水を水槽に戻すための装置を取付けること。 

２  配管 

配管は１系統にまとめ、１個のバルブで調整できること。 

３  予備回路 

バルブは、予備回路を設け、それぞれにストレーナーを設けること。 

 

第11 ポンプ操作装置 

操作機構 

１  車両左右に、圧力計、連成計、ポンプスロットル、真空ポンプ作動、停止

スイッチ及び多目的液晶表示装置（以下「液晶ディスプレイ」という。）

を一体化した操作盤を設けること。 

２ 圧力計、連成計及びポンプスロットルは電子式とすること。 

３ 各操作レバー、スイッチ及びコック等の付近には、ネームプレートを取付

けること。 

４ 各配管とも完全に排水できるようにドレンコックを取付けること。ド 

レンコックは操作員が容易に操作できる位置に設けること。 

５ 流量計装置をポンプ室右側第１、２放口、左側第１、２放口ボールコック

配管のポンプ側に流量検出部を設けること。 

（１）流量検出部は、吐出配管の直管部分（可能な限り長くする。）に設け、

清掃等が容易に行えるように設けること。 

（２）流量表示等も液晶ディスプレイ内に表示すること。 

６ 自動調圧装置を取り付けること。 

７ 水量計を液晶ディスプレイ内に表示すること。 

 

第12 水槽 

１ 容量は、８００ℓ 以上で腐食に強いアルミ製水槽を設け、水槽左右に各

１箇所（差込メス金具）積水口（受口キャップ、クサリ付）を設けること。 

２ 水槽上部にマンホールを設け、メンテナンスが容易に行えること。 

また、水槽下部にはドレンバルブを設けること。 

３ 水量計は左右に設けること。水量の確認が容易にできる水量計（ゲージ

式・１００ℓ 毎の目盛付き）を設けること。 

４ オーバーフロー用パイプを設けること。 

５ 水槽からポンプへの配管及び吸水コックは内径７５㎜以上とする。 

６ 水道水から補給できるように、水道水補給用媒介を２個付属すること。 

 

第13 資機材収納庫及び収納箱 

 １ 共通事項 

 （１）収納庫及び収納箱は、本仕様書記載の資機材が積載できるよう空間を
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無駄なく活用し、重量配分等に考慮した設計をすること。 

また、取付け品は走行中に移動、脱落及び破損がないようその特性を 

   考慮して確実に取付けすること。収納庫に棚を設ける箇所については、 

   可能な限り可動式とし、仕切りを設ける場所はパンチングボードを使用 

   すること。 ※詳細別途協議 

 （２）積載資機材は、個人装備品を装備した消防隊員が、安全かつ迅速、確

実に取出し及び収納ができること。 

 （３）底部には、樹脂製のスノコ板等の保護材を必要箇所に敷き、水等が溜

まらないよう排水口を設けること。 

 （４）収納庫に使用するシャッターは、走行中に異音を発することや、資機

材収納庫内に雨水等が入ることのないように高品質パッキンを使用する

こと。 

 （５）シャッター式扉及び展開ステップ式扉については、施錠機能付二重ロ

ック構造とし、シャッター及びその他大型扉の開閉状態が確認できるパ

イロットランプをキャブ内に設けること。 

 （６）各収納ボックス内を有効に照らすことができる、扉及びシャッターの

開閉と連動したＬＥＤ照明装置を設置すること。なお、シャッター部等

については、レールを活用した照明装置とすること。 

    また、必要な箇所には単独スイッチを設けること。 

２ キャブ後部ポンプ室収納庫 

    左右ともに、大型シャッターボックス（バーハンドル）とし、下部はス 

テップ兼用引下げ扉とすること。 

 （１）左側面ポンプ室収納庫 

    左側面は、シャッター及びステップ兼用扉で上下に区分し、下部は収 

納コンテナＢＯＸにて左右を区分すること。 

 上部は、キャブ側側面にステーを設け、ポンプ操作盤側板に取外し可 

能なバーを渡し、Ｓ字フックを取付け救助用ロープ（30m×2、20m×1、 

10m×1）が収納できるようにすること。 

 後部側側面には、パンチングボードを貼付けし、Ｓ字フックを５か所 

以上設けること。 

 （２）右側面ポンプ室収納庫 

    右側面は、空間スペースに吸管まくら木、吸管控え綱、塵除け籠、媒 

介金具、吸管スパナ２本及びポンプ工具を取付けすること。 

３ 後輪タイヤハウス上部収納庫 

（１）左側収納庫 

   左側収納庫は、可能な限りの大きさとし、赤尾製ホースバック（特殊 

ノズル「クアドラ」１、媒介金具、４０ｍｍホース２本及び６５ｍｍホ 

ース【３ｍ】１本）が収納可能な収納庫とすること。 

    また、空間スペースをキャブ側に設け、２段に区分し、下段に燃料携 

行缶（５ℓ ）を収納すること。上段には、収納コンテナＢＯＸを設けるこ 
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と。 

 （２）右側収納庫 

    右側収納庫は、２か所に区分し、キャブ側にはＹＯＮＥ製ホースバッ 

クが収納可能な収納庫とすること。後方収納庫は、奥行をとり、スタン 

ドパイプ及び地下式消火栓金具を収納すること。 

４ 左右後輪後部収納庫 

   収納庫内に、６５ｍｍホース６本、ｅノズル６５ｍｍ1本及び分岐管１ 

式（左側面は台座のみ）が収納できるよう艤装すること。 

また、左側扉内側には、クリッパー及びグラスマスターを取付けし、右 

側扉内側には、吹田市専用消火栓キー、水槽用バールキー、地上式消火栓 

キー及び金てこを取付けすること。 

５ ポンプ室上部 

（１）ポンプ室左上部 

   ポンプ室左上部には、アルミ縞板製でＢＯＸを設け、エンジンカッター

一式（替刃、燃料携行缶）を収納し、ＢＯＸ蓋裏に斧を取付けすること。 

（２）ポンプ室右上部 

   ポンプ室右上部には、平置き収納で、発動発電機、コードリール、投光

器、三脚を、ブラケットを設け取付けすること。なお、資機材カバーは可

能な限り一纏めとしたものとすること。 

（３）ポンプ室中央上部 

      ポンプ室中央上部は、キャブ側に、左右ポンプ室大型シャッターボック

ス上面を渡すかたちで水損防止用ポール８本及び棒吸管５本が収納でき

る台座及び固定装置を設けておくこと。それ以外のスペースは、ポンプ点

検口及び２段手摺り等を設け、フリースペースとしておくこと。なお、フ

リースペースには、サイズが適合するＲＶＢＯＸを固定できるバンド等を

設けておくこと。 

※当本部が指示する資機材にはカバーを取付けすること。 

 ６ 水槽側面左右収納庫 

   左右収納庫は、車体側面に扉を設け、カラーコーン及びジャッキ敷板各 

２式を収納すること。 

 また、左右収納庫外の後方部には、アングルを設け、左側には、車輪止 

め１式を収納し、右側には、コンパクトブリッジ１式を収納すること。 

   なお、ポンプ室上部に収納できない資機材がある場合は、固定装置を設 

け収納すること。 

７ ターンテーブル上収納庫 

   収納庫を設けフリースペースとすること。 

また、梯体ホース用スパナ２本を外面に取付けすること。 

８ ターンテーブル後方 

   梯体用ホース６５ｍｍ×１５ｍ１本を島田折りしたものが収納可能な台 

  座を設けること。なお、ホースカバー及び固定装置を設けたものとするこ 
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と。 

９ 梯体側面 

   梯体最下段側面に、とび口２本、かぎ付きはしご、耐電フック棒及び振 

り子式角度計バランスよく取付けすること。 

10 その他 

   上記以外で、当本部が指示する資機材について、スペースを最大限有効 

  活用し取付け及び収納すること。 

 

第14 外装部 

 １ 塗装 

   車両鋼材部分の下地塗装は充分錆落としの上、防錆性能が高く長期にわ

たり錆の発生を防ぐ二液型エポキシプライマー（ハイパーエポキシプライ

マーSSM）を使用し、パテ、サフェーサ（ウレタンプラサフSSM）を施工後、

充分に乾燥させてから、ハイソリッド型ウレタン樹脂消防色朱色塗料によ

り２回以上の塗装を実施し、その上には光沢と耐候性向上のためクリア塗

料（ハイパークリアLW）を2回以上施すこと。塗装後は磨き作業により塗装

表面を整えること。（タイヤホイールは除く） 

   なお、アルミシャッター及びシャシフロントマスクのグリル等について

もハイソリッド型ウレタン樹脂消防用朱色ウレタン塗装を施すこと。 

 ２ その他の塗装 

   シャシフレーム等は、メーカー標準色、器材収納庫は、シルバーの塗装

で、入念に吹付塗装を行うこと。 

 ３ ネームプレート及び明示ステッカー 

   各操作装置類には、永年使用により文字が消えないプレートを張ること。 

   艤装部分において、強度等の制限がある場合は、許容荷重等をステッカ

ー等で明示すること。 

４ 塗料は環境に配慮され、労働安全衛生法に基づき定められた特定化学物 

質障害予防規則対応品を使用すること。 

５ ポンプ配管は防錆性、防食性に優れたカチオン電着塗装とすること。 

 

第15 艤装材料・厚さ 

１ 艤装材料 

材料は、すべて日本工業規格に基づいて精選された耐久性に富むもので、 

国が行う補助の対象となる消防施設の規格に示す強度以上のものであるこ 

と。 

２ 厚さ 

厚さは、国が行う補助の対象となる消防施設の規格に示す数値とし、ス 

テップ、リヤフェンダー上部及びその他必要とする部分は、縞鋼板とする 

こと。 
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第16 特殊艤装 

 １ 共通事項 

 （１）重要保安箇所は、点検整備が容易に行える構造とすること。 

 （２）各装備品の電気配線等については、キャブ内張りを通すものとし、キ

ャブ本体の貫通部は、雨水等の漏水を防止する構造とすること。 

 （３）アルミ、ステンレス材を固定するボルト、ワッシャー類は可能な限り

ステンレス製とし、直接骨材等に取付ける場合は防水処理を施すこと。 

 （４）床板及び各ステップについてはアルミ縞板で艤装すること。 

２ バッテリー 

   バッテリーは、点検が容易にできるように引出式とすること。 

３ 後部座席下収納 

（１）収納庫には、小型充電器及びインバーター本体を取付け、それ以外の 

  スペースに小物が収納できるようにすること。 

  また、小型充電器のランプが確認できるよう艤装すること。 

 ※位置等別途指示 

 （２）精密機器を取付けるため、上部及び左右を鉄板等で機器を保護するこ 

ととし、その他に収納した小物等が容易に取り出せるような構造とするこ 

と。 

４ 後部呼吸器下収納 

  空気ボンベ４本が収納でき、呼吸器を取り外すことなく、背もたれ側よ 

り出し入れが可能なものとすること。なお、収納庫上面はマット張りとす 

ること。 

５ オイルパンヒーター及び小型充電器[WCMXS 50 JP_CTEK] 

（１）オイルパンヒーター及び小型充電器を設置し、オイルパンヒーターコー

ドの差込口は蓋付のボックスとして、マグネットにより脱着できるように

改造すること。 

（２）コードは漏電、感電しない構造とし、コードの自重で脱落しない構造と

すること。 

（３）差込部は車外マグネットコンセント・コードで１５ｍのものとすること。 

（４）オイルパンヒーターコード接続により、小型充電器からバッテリーの充 

電ができるように取付けること。 

（５）オイルパンヒーターコード接続時に、小型充電器及びオイルパンへ通 

電していることを確認できるランプをそれぞれ運転席付近に設け、容易 

に視認できるものとすること。※位置等は別途指示 

（６）オイルパンに接続するラインには、「入切」スイッチを設けること。 

ただし、オイルパン入り切りに関係なくバッテリーへの充電は行えるよう 

にすること。※位置等は別途指示 

６ メインスイッチ 

メインスイッチは、バッテリーから直接電力を供給されているもの以外は 

メインスイッチＯＦＦですべて切断できるものとすること。 
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（１）メインスイッチを運転席付近に取付けること。 

（２）メインスイッチはＯＮ、ＯＦＦが明確に視認できるランプを取付けるこ 

と。 

（３）各種艤装電装品は、メインスイッチＯＮ⇒キーＯＮで使用可能となり、 

キーＯＦＦで使用不可となるように配線すること。 

 なお、無線機のみ、メインスイッチＯＮ⇒キーＡＣＣで使用可能となり、 

キーＯＦＦで使用不可となるように配線すること。 

※シャシで標準装備されているメインスイッチがある場合は、メインス 

イッチの取付けは不要とする。 

７ 電源コンセント 

  交流電源が使用できるようにインバーターを設置し、ＡＣ１００Ｖの電源 

コンセント２か所（４口）設けること。なお、１か所はキャブ内コンソール 

に配置し、もう１か所は後部座席付近に配置すること。 

（合計使用電力３５０Ｗ以上 取付け位置は別途協議） 

８  保護板、反射シール及びテープ式ＬＥＤ 

すべての艤装箇所において、隊員の乗降、器材の積み降ろし等により、塗 

装箇所に損傷を与える恐れがある所には、アルミ製保護板を張付けること。 

 また、キャブドア側面、下部には反射テープ及びＬＥＤフットランプを取 

付けすること。 

９ デパーチャーアングル 

   狭あい道路走行時の操作性を考慮し、車体後端左右は隅切加工を施すこと。 

   また、坂道走行を考慮し、車体後部はデパーチャーアングルを設け、車両 

最後部の補強を行うこと。 

10 燃料タンク 

   燃料タンクは、地上から給油が容易にできる位置に燃料補給口を設けるこ 

と。 

 11 はしご作動油タンク 

   車両中央付近に取付け、容易に注油点検等が可能なよう上部に扉を設け、 

ストレーナー及びドレンコックを設けること。 

 また、リヤエプロン部に油温計を取付けすること。 

 12 はしご受け支柱 

   キャブ後部シャシフレームより立ち上がり材にて設け、はしご支持点には、 

硬質クッションゴムローラーを取付けすること。 

 13 基部危険防止パンチング板 

   梯体最下段の最後部左右側面に貼付けすること。 

 14 Ｕ字配管 

   リヤエプロンにＵ字配管を設け、圧力計及び流量計を付近に取付けするこ 

と。 

 また、リヤエプロンには、Ｕ字配管用ドレンを設けること。 

 15 はしご用ホース 
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   梯体第１段（最上段）に設けたホース固定パイプ及び固定短配管の間の長 

さで、それぞれとネジ式にて結合し、常時ベルトにて固定が可能なものとす 

ること。 

 16 自衛噴霧装置 

   車両左右側面に各３箇所、バスケットに２箇所、衝突式噴霧装置を取り付 

けすること。なお、車体の噴霧装置は、ポンプ配管及びＵ字配管からの送水 

により放水できるものとし、操作ＳＷを左右ポンプ室、リヤエプロンに設け 

ること。 

また、バスケット用については、梯体ホースの送水により、放水できるも 

のとし、バスケットにバルブを設けること。 

 17 緩降用フック 

   梯体先端部にスローダンフックを取付けすること。 

 18 車輪止 

   左右側面から容易に取出しが可能な位置にブラケットを設け取付け収納 

すること。なお、右側面はキャブ後部扉下ワイドステップ内に収納すること。 

 19 消火器 

   消火器を基部操作台の前面に取付けすること。 

 20 車外無線送受話器 

   車体左右に埋め込み式で取付けし、その付近には、無線機用外部スピー 

カーを取付けすること。 

 ※位置等別途指示 

 21 左右ポンプ室上部煽り 

   ポンプ室上部には赤色点滅灯、作業灯及び標識灯取付け用の煽りを設ける 

こと。 

 22 走行用灯火類 

   ナンバープレート用ブラケットと併せてリヤエプロンに取付けすること。 

23 メッキ仕上げ 

手摺などメッキ可能なものは、すべてクロームメッキを施すこと。 

 24 文字記入  

文字は、すべて左から右書きとすること。車両納入前に、ステッカーの剥 

がれ等がないことを確認し、使用後もステッカーの剥がれが発生しないよう

な貼付けとすること。※詳細は当本部が別途指示する。 

（１）キャブ左右 

キャブ後側ドアに当本部が支給するロゴマークを貼付し、後側ドア窓 

枠下側に「吹田市消防本部」、フロントドア下部に「南Ｌ２」（白色反

射カッティングシール、丸ゴシック文字、影なし）を表示すること。 

   ※詳細別途協議 

（２）車両正面 

グリル上部右側に「吹田消防」（白色反射カッティングシール、丸ゴ 

シック文字、影なし）、グリル上部左側に「南Ｌ２」（白色反射カ 
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ッティングシール、丸ゴシック文字、影なし）を表示すること。 

※詳細別途協議 

 （３）車両後部 

はしご基部後方化粧板に、「吹田市消防本部」、「ＳＵＩＴＡ Ｆ 

ＩＲＥ ＤＥＰＴ.」、「ＯＳＡＫＡ」（白色反射カッティングシール、 

丸ゴシック文字、影なし）を表示すること。 

 また、当本部が指示する位置に「南Ｌ２」（白色反射カッティングシール、

丸ゴシック文字、影なし）を表示すること。 

※詳細別途協議 

（４）車両左右側面 

アルミシャッター全面及び車体には「ＳラインＵＩＴＡ．Ｆ．Ｄ．」 

（白縁塗りつぶし無し反射カッティングシール、デザインありを表示 

すること。 

 また、シャッター上部煽り部に設けた標識灯には「南署」（黒色カ 

ッティングシール、丸ゴシック文字、影なし）を表示すること。 

 （５）キャブ上部 

「吹田南Ｌ２」（白色カッティングシール、丸ゴシック文字、影なし）

をできる限り大きく表示すること。 

※詳細別途協議 

 （６）バスケット底面 

    当本部が指示するデザインを表示すること。 

 （７）資機材 

    当本部が指定する資機材に、「Ｓ」（デザインあり 別途指示）を最上 

段に、以下「吹田消防」、「SUITA FIRE DEPT．」、「OSAKA」（丸ゴ 

シック文字）を３段書きカッティングシール等で文字入れすること。 

25 モーターサイレン・スイッチ 

キャブ天井部にモーターサイレンを1個取付け、助手席側に足踏み式一段 

スイッチを設け、運転席側の操作が容易にできる位置に押しボタン式二段 

スイッチを取付けること。 

 26 電子サイレンアンプ 

大阪サイレン社製「ＴＳＫ－Ｄ１５２ Ｍａｒｋ－Ｄ１」を取付け、マイ

クロホンＭＣ－Ｄ１Ｌ（Ｓ）を接続し、サイレンとマイクが同時使用できる

こと。 

また、後席にもマイクジャックを設けマイクロホンが使用できるようにす

ること。※位置等は別途指示 

 27 赤色警光灯 

  キャブ上部の中央部分左右に台座を設け、ウイレン社製９ＬＭＴ５１０ 

ＳＡを取付けすること。（合計２か所） 

28 赤色点滅灯 

（１）フロントグリル上部左右にウイレン社製ＷＩＯＮＳＭＢＲ２４を取付け
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すること。（合計２か所） 

（２）フロントグリル内上段左右にウイレン社製ＷＩＯＮＢＲ２４を取付けす 

ること。（合計２か所） 

（３）後方（背面）エプロンにウイレン社製ＣＳ６００ＬＴ２４（保護カバ 

ー付）を取付けすること。（合計２か所） 

（４）左右ポンプ室大型シャッターボックス上部煽り部にウイレン社製Ｍ６ 

ＦＲ２４を取付けすること。（合計２か所） 

 （５）梯体最下段最後部左右にウイレン社製ＣＳ６００Ｌ２４（保護カバー 

付）を取付けること。 

 なお、基部操作部側は基部操作台で入切が可能な単独ＳＷを取付けす 

ること。 

29 作業等 

  点灯、消灯ＳＷはキャブ内に設ける他、車外に単独ＳＷを設けること。 

  左右ポンプ室大型シャッターボックス上部煽り部にウイレン社製Ｍ６ 

Ｚ２４を取付けること。（合計２か所） 

30 路肩灯 

  左右後輪前方にバス型ＬＥＤ灯を取付ける他、後輪照射灯を設けること。

※作動方法は別途協議 

31 後端灯 

  車両左右の後端部に後端灯を取付けること。 

32 照明灯 

（１）梯体最下段左右側面にアングルを設け、照明灯（フラッシュボーイＲ保 

護カバー付）を取付けすること。操作は、基部操作台に有線リモコンを取 

付けする他、無線リモコンにて操作可能なものとすること。 

（２）左右ポンプ室大型シャッターボックス天井部及びバスケットにＬＥＤラ

ンプ４５Ｗ相当（保護カバー付）を取付けすること。（合計３か所） な

お、各照明装置には、照明灯付近に入切ＳＷを設ける他、バスケット照明

灯のみ基部操作部で入切可能なＳＷを追加しておくこと。 

33 ジャッキ、ステップ灯 

  ジャッキ、ジャッキカバー及びステップ付近にそれぞれ照明灯を設けるこ 

と。なお、ジャッキ及びジャッキカバー灯はジャッキ作動時に点灯するもの 

とし、ステップ灯にあっては、キャブ内ＢＯＸ灯ＳＷ等と連動させること。 

34 タイヤフェンダーステップ 

  車体側面からターンテーブル床板へアクセスができるよう、後輪タイヤフ

ェンダー付近に埋め込み式ステップを設けること。 

  また、その際有効に活用できる手摺りを付近に設けること。 

35 牽引フック 

  車両前後に外れ止め付きのけん引用フックを埋め込み式で取付けること。 

  また、かけ縄（ワイヤー）等が接触する箇所については、保護板等を貼付

けする他、許容荷重を表記すること。 
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36 無線電話装置 

   当本部が所有するはしご車（型式:PK-FR2PPWA改）から無線電話装置等を 

取外し、当はしご車に取付けること。 

また、当本部及び当本部の指定する指令端末装置工事業者と調整し適正に 

取付けること。 

37 指令端末装置 

   当本部が所有するはしご車（型式:PK-FR2PPWA改）から指令端末装置等を

取外し、当はしご車に取付けること。 

また、当本部及び当本部の指定する指令端末装置工事業者と調整し適正に 

取付けること。 

   なお、艤装業者は、無線電話装置・指令端末装置を適正に取付けるため 

各業者に作業日程の調整を行うとともに、事前に電源及び配線等について打 

合せ及び調整をすること。 

 

第17 補助規格取付品及び取付装置 

 品名 規格及び型式 数量  

１ ポンプ圧力計、連成計  各２  

２ エンジン回転計、油温計  各１  

３ 赤色警光灯 

【キャブ上部】 

 ウイレン社製９ＬＭＴ５１０ＳＡ保護カバー付 

（合計２か所）スピーカー付セパレート型 

【フロントグリル上部】 

 ウイレン社製ＷＩＯＮＳＭＢＲ２４（合計２か所） 

【フロントグリル内】 

 ウイレン社製ＷＩＯＮＢＲ２４（合計２か所） 

【後方エプロン】 

 ウイレン社製ＣＳ６００ＬＴ２４保護カバー付 

（合計２か所） 

【左右ポンプ室上部煽り部】 

 ウイレン社製Ｍ６ＦＲ２４（合計２か所） 

【梯体最下段最後部】保護カバー付 

 ウイレン社製ＣＳ６００Ｌ２４ 

１式  

４ 電子サイレン 

【サイレンアンプ】 

 ＴＳＫ―Ｄ１５２・ＭａｒｋーＤ１（５０Ｗ） 

 マイクロホンＭＣ－Ｄ１Ｌ（Ｓ）×１ 

 後席マイクロホンＤＸ－２５６Ｓ×１ 

１式  

５ 照明灯 

【梯体最下段用】保護カバー付 

 佐藤工業製フラッシュボーイＲ 

（合計２か所）予備バルブ黄色×２ 

【バスケット用、ポンプ室天井部】保護カバー付 

 ＬＥＤランプ ４５Ｗ相当 ＭＹＳ－７５ＬＰ

（合計３か所） 

１式  

６ 後退警報器 切断スイッチ付き １式  

７ 標識灯 南 署【黒丸ゴシック】と記入 ２式  
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８ 電動サイレン 
モーターサイレン（足踏み・ボタン式ＳＷ－５） 

大阪サイレン社製７型、サイレンリレーＳＳ６１５ 
１式  

９ ポンプ操作装置 
液晶ディスプレイ式 

（真空計、ポンプ回転計、流量計、積算流量計含む） 
１式  

10 キャブチルト装置 電動式（安全装置含む）２ｍコード付 １式  

11 オイルパンヒーター 車外マグネットコンセント、１５ｍコード １式  

12 不凍液注入装置 色水兼用装置 １式  

13 作業灯 
【左右ポンプ室上部煽り部】 

 ウイレン社製Ｍ６Ｚ２４（合計２か所） 
１式  

14 車外無線機送話機取出口 蓋裏側ホワイトボード、ペン付 ２式  

15 自衛噴霧装置 車両側面各３か所、バスケット２か所（合計８か所） １式  

16 路肩灯 ﾊﾞｽ用A型LED式（後輪照射灯PY9268RS含む）ｽﾓｰﾙ連動 ２式  

17 後端灯 ＣＥ２２１（車体最後部左右各2箇所） １式  

18 ジャッキ部照明灯 ＰＹ－９２６８ＲＳ ﾘﾔｹﾞｰｼﾞﾗﾝﾌﾟ連動 ４式  

19 ジャッキカバー灯（黄） ＬＥＤ式MYSS-L9-Y（各ジャッキ3） ４式  

20 ステップ灯（白） 
当本部が指示する箇所LED式MYSS-L9-W  

ﾘﾔｹﾞｰｼﾞﾗﾝﾌﾟ連動 
１式  

 

第18 補助規格附属品 

 品名 規格及び型式 数量  

１ 吸管 
７５ｍｍ×１０ｍ×１ ライフレックス吸管 

７５ｍｍ×２ｍ×５ ライフレックス吸管 
１式  

２ 吸口ストレーナー  ２式  

３ 吸管ストレーナー ワンタッチ式 ２式  

４ 吸管ちりよけ籠 樹脂製 ２式  

５ 吸管まくら木 樹脂製 ２式  

６ 吸管ロープ １０ｍｍ×１０ｍ ２式  

７ 消火栓金具 
７５ｍｍメスネジ×６５ｍｍ差込メス 

ヨネＰＲ７５ 
２式  

８ 中継用媒介金具 ６５ｍｍメスネジ×６５ｍｍ差込メス ２式  

９ 消火栓開閉金具 地上式、地下式（0.8ｍ）各１ １式  

10 吸管スパナ  ２式  

11 管そう 
YONE ｅノズルホルダーＰＥＨ-６５Ｋ×２、ＰＥＨ

－４０Ａ×１ 
１式  

12 ノズル 
ＡＫＫ三段切換（セットアップキット含む）×２ 

２３ｍｍ、２６ｍｍノズル各１ 
１式  
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13 放口媒介金具 ６５ｍｍメスネジ×６５ｍｍ差込オス ４式  

14 とび口 東消型ＴＳ－６０２７ １８００ｍｍ ２式  

15 金てこ φ２５×８００ １式  

16 剣先スコップ  １式  

17 車輪止 硬質ゴム製（黄色） ２式  

18 消火器 自動車用（ＡＢＣ粉末６ｋｇ型） １式  

19 ポンプ工具 グランド用、キャップスパナ １式  

20 ホース 

【６５ｍｍ】 

 キンパイ製カラーホース・リング締め 

使用圧１．６Ｍｐａ、２０ｍ 

金具アルミ合金製（ホース同色保護リング付） 

綾織・袴（白４０ｃｍ） 

３０本  

21 はしご用ホース 

【梯体用】最上段用  

６５ｍｍネジメス×ネジメス（放水銃～結合部ま

で）×２ 

【はしご用】 

 ６５ｍｍネジメス×差込メス（２０ｍ）×２ 

１式  

22 分岐管 
２コック６５ｍｍ用（ＡＣ）×１ 

２コック４０ｍｍ用（ＡＣ）×１ 
１式  

23 タイヤチェーン 後輪シングル １式  

24 ホースブリッジ コンパクトブリッジＣＢ４５０ １式  

25 牽引ワイヤー １４ｍｍ×５ｍ １式  

26 照明器具 

【発動発電機】ホンダＥＵ９ｉ、２８ｉｓ（ｶﾊﾞｰ付） 

【投光器】ﾔﾏﾊ軽量2焦点型可搬式投光器（信号器付） 

【三脚】E-028用 

【コードリール】E-028用30m、発電機接続ｹｰﾌﾞﾙ含 

※蓄光ｽﾄﾗｲﾌﾟｹｰﾌﾞﾙ仕様 

１式  

27 ジャッキ敷板 合成樹脂製 ４式  

28 安全ベルト １本つり、Ｕ字つり兼用 ４式  

29 耐電具 

【耐電衣】一般型耐電衣７０００Ｖ対応 

     ＹＳ－１２１－１－６×２ 

【耐電ヘルメット】黄色×２ 

【耐電ズボン】ＹＳ－１２２－１－３×２ 

【耐電長靴】ＹＳ－１１１－９－７（27cm）×２ 

【耐電手袋】ＹＳ－１０１－２２×２ 

      ＹＳ－１０３－１３－４×２ 

【検電器】ＨＳＳ－６Ｂ×１ 

【耐電フック棒】×１ 

１式  

30 斧 柄グラスファイバー製  １式  

31 ホースカバー 資機材用カバー含む ※ネーム入り １式  
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第19 はしご関係特殊取付品及び附属品 

 品名 規格及び型式 数量  

１ 油圧計 主回路用 １式  

２ 傾斜角度計 電子式・全方向型（キャブ内取付） １式  

３ 水準器 気泡型・全方向型（支持フレーム部） １式  

４ 警報ベル及びランプ 使用範囲、荷重不適時作動 １組  

５ はしご姿勢表示装置 デジタル及び画像（基部）、デジタル（バスケット） １式  

６ はしご使用時間計 キャブ内 １式  

７ 風速計 計測部（はしご先端）、表示部（基部） １式  

８ 旋回基準指針 はしご支柱部 １式  

９ インターホン 基部、バスケット １式  

10 はしご先端表示灯 バスケット ２式  

11 放水銃 
バスケット用圧力計付 

６５ｍｍ短管そう（ダブコンノズル付） 
１式  

12 タイヤ敷板  ４式  

13 作動油こし器  １式  

14 グリスガン はしご用 １式  

15 マイクスピーカー バスケットインターホン用 １式  

16 車高計測棒  １式  

17 かぎ付きはしご チタン製３．１ｍ大鈎ワンタッチ式MTL-131 １式  

18 はしご控え綱環 最上段先端部付近取付け ２式  

19 はしご控え綱 ロープ１２ｍｍ・２５ｍ・カラビナ付き ２式  

20 振子式角度計 梯体最下段後部取付け １式  

21 はしご用ホース収納BOX  １式  

22 操作台保護屋根 塗色（骨組 蛍光黄色、その他  ﾎﾞﾃﾞｨｰ同色） １式  

 

第20 特殊取付品及び附属品 

 品名 規格及び型式 数量  

１ 牽引フック 前後滑り止め付き 耐荷重表示 １式  

２ 広報用装置 

【本体】 

パイオニア製 DEH970付属品込 

【付属品】 

電子ｻｲﾚﾝ接続ｺｰﾄﾞ（ｽﾃﾚｵらﾓﾉﾗﾙ用で抵抗なし） 

記憶媒体SD4GB以上(上記本体で使用可能なもの) 

※ｱﾝﾌﾟｽﾋﾟｰｶｰからの音声出力可能なもの。 

１式  
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３ エンジンカッター 

【本体】 

 Ｋ－９７０レスキュー（専用工具含む） 

【替刃】 

 鉄鋼用２箱 

１式  

４ ホースバック 

※ネーム入り 

赤尾製 ホース収納袋 

ヨネ製 プロジェットガン用収納袋 

１式  

５ スタンドパイプ 単口引上７１５mm差込Ｌ字接手ACエルボ離脱式 １本  

６ 特殊ノズル クアドラフォグノズル ２式  

７ 特殊ノズル用ホース 

【４０ｍｍ】 

 キンパイ製カラーホース・リング締め 

使用圧１．６Ｍｐａ、２０ｍ 

金具アルミ合金製（ホース同色保護リング付） 

綾織・袴（白３０ｃｍ） 

４０本  

８ 消防章 １５０ｍｍ １式  

９ 吸水用ホース 
65mm×5m(白)キンパイ使用圧1.6MPa×2 

65mm×3m(紫)キンパイ使用圧1.6MPa×1 
１式  

10 吸管引上金具 ヨネＰＲ７５ １式  

11 吸管用器具 スーパースイング １式  

12 空気呼吸器 

【本体標準セット】※サイズ別途指示 

 ドレーゲル製 ＰＳＳＡirＢoss×４ 

 （レギュレター接続保護キャップ付き） 

【付属品】 

 レギュレターホルダー×４ 

D-ring×１６、BG1000ホルダー×４ 

パラートホルダー×４ 

ドレーゲル製 FPS7000PEPDM(Ⅿ)×４ 

 面体収納バッグ（青）×１２、 

アイピースカバー×１２、カバーグラス×１２、

くもり止め、面体吊下用ﾌｯｸ×４ 

１式  

13 空気ボンベ エアウォーター製ブルネッカー５３０ＣⅢA９０° １０本  

14 簡易呼吸器 パラート５５１０×２、ショルダーバッグ×１ ４式  

15 携帯型警報器 
ドレーゲル製ボディーガード１０００ 

（ストラップ付き） 
４式  

16 消火ブランケット 

FIRE ISOLATOR Lサイズ 

【オプション】Flood Guard F          

（6ｍ×9ｍ包囲可能数） 

１式  

17 媒介金具 

６５ｍｍ差込メス×６５ｍｍ差込メスＡＣ 

６５ｍｍ差込オス×６５ｍｍ差込オスＡＣ 

６５ｍｍ差込メス×４０ｍｍ差込オスＡＣ×３ 

１式  

18 携帯拡声器 ノボル製ＴＳ－５１３Ｒ（ホルダーNZ-303付） １式  

19 木ハンマー 径７５ｍｍ １本  

20 ストップバルブ YONE製 ＢＯ－６５、ＢＯ－４０ １式  
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21 クリッパー 絶縁式 切断能力７ｍｍ以上 ＢＣ－６００ＦＮ １本  

22 万能斧 ミニ弁慶 キャブ取付け １本  

23 角スコップ 幅２５０ｍｍ １本  

24 訓練旗 黒文字「訓練」ポール付 １本  

25 サルベージシート ３ｍ×３ｍ 収納袋付 ※ネーム入り ２式  

26 水損防止用ポール 丸喜（株）製 １２尺２段 収納カバー付 ８本  

27 ガソリン携行缶 

消防法適合品 

５㍑鋼製ネジ式 ＧＴ－５ 

５００ｃｃ容器缶ＢＴ－５００×３ 

１式  

28 ホースバンド 

マジックテープ式×５ 

ＯＨ－１型バンド×５ 

ダイコープロダクト製ホース結束ベルトBE-007×６ 

１式  

29 布バケツ １０㍑ ５式  

30 携帯ライト 

ハタヤＬＥＤ防爆防雨型 ＰＥＰ－０３Ｄ 

ペリカンキングライト 

※予備バルブ２球付 

２式  

31 バックモニター 後退時、電源ＯＮ設定機能付 １式  

32 ドライブレコーダー 

Driveman PS-2 タイプ２（SD脱着式モデル） 

SDカード128GB×2、HDMIケーブル×１ 

ACアダプター×１、専用複合ｿﾌﾄ×１ 

PLフィルター×１ 

１式  

33 安全誘導灯 ポータ工業製 ＲＫＣ－ＢＲ９ ２本  

34 セフティーコーン 伸縮コーン ﾎﾟｰﾀ工業製 PCJ-70RS（矢印板兼用） ４式  

35 反射チョッキ 
株式会社ナカネ製 カスタムメイドベストＢ 

【吹田消防】と背中に記入（吹田仕様赤色） 
４着  

36 グラスマスター ＷＧＭ－３サクラホース（株） １式  

37 軽量滑車 ＴＲ－３００ ３個  

38 熱画像直視装置 FLIA K1 １２式  

39 明示ステッカー 
（株）寺田美研製 

吹田市消防本部仕様 大、中、小（各５０） 
１式  

40 エッチングプレート 
車両長、幅、高さ、総重量、定員、登録番号、最小

回転半径、リヤオーバーハング、納入年月記入 
１式  

41 ロープバック 
ﾍﾟﾂﾙ ﾊﾞｹｯﾄＳ41Ｙ35Ｌ×2 

ﾏｳﾝﾃﾝﾀﾞｯｸｽ ﾛｰﾌﾟﾊﾞｯｸⅡｵﾘｰﾌﾞ×2 
１式  

42 救助用縛帯 藤倉航装製 ベストスリングＡＺ１０３０－１ １式  

43 災害現場用トイレ 
プラダントイレ（便器）１００回分セット 

ポップアップテント含む 
１式  
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44 収納コンテナＢＯＸ 仕様に記載する用途サイズ １式  

45 収納ＲＶＢＯＸ ポンプ室上部中央で使用するサイズ×３ １式  

46 乾電池 積載品に必要とする電池 １式  

47 ステンシルプレート 

「吹田消防」、他２種類別途指示 2.0㎝角 丸ｺﾞｼｯ

ｸ文字 

※耐久性に富むものとし、曲面対応可能なもの。 

２式  

48 補修用ラッカー スプレー式及び缶入り １式  

49 水槽用バールキー  １式  

50 弁慶  １式  

51 吹田市専用消火栓キー  １式  

52 検電器 長谷川電機工業 高低圧交流用検電器 １式  

53 レーザー距離計 BOSCH GLM40 専用保護収納ケース付き １式  

54 調光偏向サングラス LST-10B 収納ケース付き ３式  

55 ガス検知器 
RX8500 乾電池ユニット、アルミトランクケース、

浮子式ガス採集器（8ｍ） 
１式  

 

第21 車両特殊取付品及び附属品 

 品名 規格及び型式 数量  

１ エアコンディショナー  １式  

２ 音声アラーム 音声（左折・後退）切断ＳＷ付 １式  

３ フロアーマット 前後 １式  

４ サイドバイザー 前後左右 １式  

５ メインスイッチ バッテリー用 キャブ内 １式  

６ ブースターケーブル ２４Ｖ用 １式  

７ スペア―キー  ３本  

８ ドアエッジ 全ドア １式  

９ 座席カバー 飛鳥車体製、全席 １式  

10 非常用信号具 
三角停止板、発煙筒（シャシ取付品）、 

懐中電灯(株)ｵｰﾑ電気製(BT-L7678G-A) 
１式  

11 タイヤゲージ  １式  

12 点検灯 ＬＥＤ式１００Ｖ用５ｍ １式  

13 フォグランプ  １式  

14 サイドミラー ワイドビュー仕様 助手席電動格納式 １式  

15 隊長席用後方確認ミラー  １式  
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16 インバーター  １式  

17 工具 工具箱付KTC SK031S １式  

18 プレセット型トルクレンチ KTC GW300-04 ２式  

19 マップランプ 助手席、後部座席付近×２ ＬＥＤ式 １式  

20 スペアタイヤ ホイル付きマッド＆スノー １本  

21 ジャンプスターター 大事工業DC12/24V対応 MP-2 １式  

22 小型充電器 WCMXS 50 JP_CTEK  １式  

 

第22 備考 

1  発注台数（車両リサイクル費用含む）                         １台 

  ※自賠責保険及び重量税については当本部で用意するもの。 

2 廃棄車両の引取り及び処分                  １台 

  更新車両納車後、現在使用しているはしご車（型式:PK-FR2PPWA改）を引 

取り、原則として解体、廃棄処分すること。廃棄車両の引取り日程及び場 

所については、後日指示する。 

  また、業者において、車体の名称表示を確実に消去するとともに、赤色灯、

サイレン等の解体撤去を行い抹消登録の手続きを行うこと。前記手続き完了

後は、直ちに当本部へ抹消済の登録事項証明書の写し及び解体後の写真デー

タを電子メールで添付送信しすみやかに両原本を提出すること。 

  なお、上記引取り及び処分に関する手順に変更が生じた場合は、別途協議

のうえ当本部の指示に従うこと。 

以上 


